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एऀのՁ஋؍とコϛュχέーγϣンの在り方

　近年のए者のキャリア観は、୹ظ的な明確性と長ظ的な
可能性の྆方をॏ視する܏向にある。ӈコラム（P19）の෰
部ࢯによれば、学生は「入社後、数年間での۩体的なキャリ
アのಓے」を明確にしたいと考える一方で、将来的にଟ様
なબ୒ࢶが開かれている企業を「҆഍」とଊえ、志向する܏
向がある。本調査においても、ଟくの学生が「഑属Ψチャ」
というෆ確実性をسආしてॳ೚഑属の確໿を求め、ࣗらの
希望を企業へ఻える࢟੎を明確にしている（グラフ⁞ ⁠）。
しかし、ඞͣしもͦの഑属先に長くۈめることを前ఏとし
ているわけではなく（グラフ⁡）、入社後のキャリアはࣗ身
でܾ定したいという意識がڧいことが分かっている（グラ
フ⁢）。ए者はଟ様なબ୒ࢶを求め、ॊೈなキャリア形成を
志向しているのである。

　こうした価値観のมԽに対し、企業も対応をഭられてい
る。従来のように、一ׅ採用で഑属をܾ定し、ը一的な育
成を前ఏとする࢓組みだけでは、成長や将来的な可能性を
求めるଟ様なए者のニーズに応えることが೉しくなってい
るためだ。ୀ職代行サービスなどを利用してૣظ཭職する
एख社員も૿加しており、企業のײػةは一૚ߴまってい
る。ૣظ཭職のഎܠには、採用時のミスマッチがݪ因とな
るέースもଟく、採用コミュニέーシϣンにおけるキャリ
ア対࿩のॏ要性がますます૿している。
　こうした状況を౿まえ、࣍のষでは企業の採用活動の振
り返りを通じて、ए者が求めるキャリアの在り方を੔理し、
望ましい企業の対応を考࡯することで、よりࣗ社に合った
人材の֫ಘと定着につな͛る方ࡦを検౼していく。

ׂ̔ۙい学生͕
഑ଐઌの֬໿を๬Μでいる

໿̐人に̍ 人͸
入社༧ఆઌでのۈଓを̑ 年ະຬと考 て͑いる

ׂ̔ۙ の͘学生͕
ࣗ෼でキャリアプランを考 て͑いきたいとճ౴

໿̐人に̏ 人͕഑ଐઌのر๬を࣋ てͬいる

໿̐人に̏ 人͸
഑ଐઌのر๬を఻ る͑ػ会にܙ·Εていた

学生 学生

学生
学生

学生

⁞ ഑ଐઌ֬໿ʹ対͢るҙݟ ޲ଓҙۈ ⁡

⁢ キϟϦΞプϥンʹ対͢る͑ߟ

  ഑ଐઌͷر๬ͷ有ແ

⁠ ഑ଐͷر๬Λ఻͑るػձͷ有ແ

※就職確定者／୯一回答 ※就職確定者／୯一回答	

※就職確定者／୯一回答	

※就職確定者／୯一回答

※就職確定者／୯一回答

■	確໿されている方がྑい　■	どちらかというと確໿されている方がྑい　
■	どちらかというと確໿されていなくてもྑい　■	確໿されていなくてもྑい

■	1年未満　■	1年以上～3年未満　■	3年以上～5年未満
■	5年以上～10年未満　■	10年以上　■	定年まで　■	分からない

■	ࣗ分でキャリアプランを考えていきたい　■	どちらかというとࣗ 分でキャリアプランを考え
ていきたい　■	どちらかというと入社先からキャリアプランをఏ示して し́い　■	入社先か
らキャリアプランをఏ示して し́い

■	ある　■ない

■	あった　■なかった

௚ۙのキャリアのಓےの໌֬Խと
কདྷతなબ୒ࢶのଟ༷ੑ͕ٻΊらΕている

用コϛュχέーγϣンに͓࠾ る͚
キャリアର࿩のॏ要ੑ͕૿ て͠いる

PBSU� ब৬׆ಈɾ׆༺࠾ಈͷৼΓฦΓͱݟ௨͠
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　現代の学生は、将来の明確なビジϣンをඳくことが理૝だと
理ղしつつも、ͦれができていないことにෆ҆をײじているよう
です。大学のキャリア教育では「目ඪを࣋つ΂き」と教えていま
すが、目ඪなどͦ う؆୯に見つかるものではありませΜ。ͦのよ
うな中、学生たちはθミやҿみ会などの場で、よく「҆഍」という
༿を使います。「҆഍」とは、さま͟ݴ まな可能性が担อされた
બ୒ࢶのこと。ྫえば、大企業のように҆定したキャリアをఏڙ
してくれる企業がす͙ にࢥいつきますが、ࡢ今、企業の҆定性
がඞ しͣもอূされているわけではなくなってきました。ͦのため、
もう一つの「҆഍」として、将来のస職がしやすい企業などいΖ
いΖな可能性が開かれている企業がબばれる܏向があります。
このような「҆഍」志向のഎܠには、未来を見ਾえるඞ要性を
じながらも、ͦれができないことへのযりがあるのかもしれませײ
Μ。ͦ のഎܠには、企業のण໋の୹ظԽ、「企業の҆定を過信
しないように」というキャリア教育、਌ੈ代がస職を経ݧしてい
ることなどが考えられます。
　学生の就職活動のスタイルもมԽしています。従来は、༏
लな学生΄どૣظから動くというようなことがݴわれてきましたが、
今は、ޠ学ཹ学やى業活動など、やりたいことを༏先してから
就職活動を࢝める学生が一定数おり、ചりखࢢ場であることを
認識したうえでࣗ分の大学のレϕルを考 しྀ、先ഐなど身近な
ྫを参考にしてޮ率的に就職活動を進めています。
　これらのมԽのഎܠとしては、キャリアの「෺ޠ」をඳきにくく
なっていることが͛ڍられます。かつては、大学を卒業し、大企
業に就職すれば҆定した生活が送れるというストーリーがありま
した。しかし、現在は将来の見通しを立てるのが೉しくなってい
ます。ͦれでも、学生たちは一定の見通しを求めており、地元
就職にこだわるのもͦの一ྫ。ऴ身ޏ用に象௃されるը一的
な෺ޠが่れたことに、学生もബʑؾづいており、確実性を担
อするような෺ޠを求めているのです。

　企業ଆには「入社後の۩体的なキャリアのಓے」を示すこと
が求められるでしΐう。学生は、就職先の企業を「この会社は数
年後にԿをするのか」という視点でଊえており、୹ظ間のビジϣ
ンの明確さを求めています。企業ଆは୯にジϣϒܕでॳظ഑属
を確໿するだけでなく、「最ॳの数年間でどのような経ݧをੵめ
るのか」を۩体的にఏ示するඞ要があるのです。
　また、学生にとって「ࣗ分の数年後の࢟を౤影できるロール
モデル」のଘ在がॏ要です。採用担当者やメンターが୯に༏

लな人෺であるだけでなく、学生がײڞし、将来のࣗ分をॏͶ
られるかがポイントになります。さらに、キャリアのଟ様性を఻え、
「この会社ではさま͟ まな生き方ができる」という可能性を示すこ
とも大੾。ͦのためには、཭職者に関する情報をオープンに఻
えることも有ޮです。୯に཭職率を示すのではなく、「཭職者が
どのようなキャリアをาΜでいるのか」を۩体的にޠり、「うちの
会社でキャリアをݶ定しなくてもいいよ」とྭますことで、企業の
ັ力はߴまります。最近では、཭職者をアルムナイ（卒業生）と
して関係をଓける企業も૿えています。
　新卒学生と向き合う際には、キーワードのଊえ方のҧいを「΄
し͙て」あ͛ることもॏ要です。ྫえば、「公務員的な働き方はݏ
だ」という学生に対しては、年ޭংྻのঢ進がݏなのか、リスク
を取るのがݏなのかなど、公務員のどのଆ໘を指しているのか
を۩体的に੔理してഎܠを理ղすることが大੾です。業քに
対するイメージも同様。「インフラはちΐっとҧう」「*Tがいい」とい
ったݴ༿を表໘的にडけ取るのではなく、学生がどのような意
図で うͦ発ݴしているのかを「΄͙ して」いくのです。 うͦすること
が、「܅にはこういう職छが合っているかもしれない」「うちの会社
でも活༂できるよ」といった۩体的なアドバイスにつながります。
加えて、બ考以前の母集団形成のஈ֊で、採用担当者がࣗ
社の経Ӧ理೦や業務内容をࣗ分のݴ༿に置き׵えてઆ明する
ことで、本質的なײڞをಘた学生が集まれば、よりਫ਼度のߴい
マッチングもظ଴できるでしΐう。

　༏लな人材を֫ಘするためには、「ಛ別扱い」を検౼すること
もॏ要です。ॳ೚څや଴۰の޻෉など、日本企業では৻ॏに
なる部分ですが、ڝ૪がܹԽする中でආけては通れませΜ。
「ಛ別扱い」の内容としては、୯にڅ与を上͛るだけではなく、
ॊೈな働き方、෱利ް生のॆ実など、ଟ様なબ୒ࢶを用意す
る΂きでしΐう。ւ֎では個ࣨを与えるなど、ॲ۰のબ୒ࢶを޿
͛ている企業もあります。また、「ಛ別扱い」のࠜڌとしてධ価シ
ステムのղ૾度を上͛ることは、「௅ઓが報われる」という実ײ
につながり、ए者の「キャリアࣗ཯」をଅすޮ果もظ଴できるでし
ΐう。一方で、「ಛ別扱い」のഎܠや意ٛをஸೡにઆ明し、組織
としての一体ײをอつ޻෉もෆ可ܽです。スポーπチームのよ
うに、ҟなる報ुをडけるメンバーがいても、ڞ通のビジϣンを
。できます࣋つことで組織の結ଋをҡ࣋ うͦした意ຯでも、企
業理೦やビジϣンのڞ有はඇৗに大੾です。

֬実ੑとকདྷのՄೳੑを୲อ͠ ఏ示する͜ と͕
企業のັྗをߴΊる

学生たͪ のʮ҆഍ʯ޲ࢤ

༏लな人ࡐの݈શなʮ特ผѻいʯも視໺に入Εて
人事੍度のݕ౼を
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ଟ༷なローϧϞデϧのଘ在͕キャリアのՄೳੑを示す
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